


 

平
素
よ
り
町
民
の
皆
様
に
は
、
社 

会
福
祉
協
議
会
の
運
営
と
事
業
の

推
進
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
挨
拶
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、 

任
期
満
了
に
伴
い
六
月
三
十
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、
気
持

ち
も
新
た
に
職
員
一
同
、
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
、
聞
き
上
手
に
徹
し
、
町
民

皆
様
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
よ
り
常
務
理
事
兼
事

務
局
長
に
安
藤
典
子
氏
の
就
任
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

長
年
の
社
協
経
験
を
活
か
し
、
充

実
し
た
社
協
を
共
に
力
を
合
わ
せ

築
い
て
ま
い
り
ま
す
。 

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

会
長 
野
村
清
嗣 

四
月
か
ら
職
員
全
員
女
性
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
県
下
市
町
社
協
で
他

に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
強
み
に
し
て
ど
こ
に

も
負
け
な
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

（
右
か
ら
）

野
村
桃
子

・
・
経
理
・
庶
務

棚
池

香

・
・
地
域
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

西
村
喜
代
美
・
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

平
塚
裕
子

・
・
看
護
師

野
村
清
嗣
会
長

夏
原
典
子

・
・
予
防
型

事
業
所
管
理
者

小
林

楓

・
・
地
域
福
祉
推
進
員

安
藤
典
子

・
・
事
務
局
長

今
年
四
月
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。 

社
会
福
祉
協
議
会
に
入
職
し

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
と
お
出
会

い
し
、
ご
指
導
を
受
け
、
気
づ

け
ば
三
十
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。 

も
と
よ
り
そ
の
器
で
は
な

く
、
大
矢
前
事
務
局
長
か
ら
バ

ト
ン
を
受
け
、
暗
中
模
索
を
し

な
が
ら
、
職
員
に
助
け
ら
れ
て

の
こ
の
半
年
は
、
お
受
け
し
た

職
責
の
重
さ
を
痛
感
す
る
毎
日

で
し
た
。

 

「
あ
な
た
が
主
役

お
た
が
い

さ
ま
の
地
域
づ
く
り
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
今
年
策
定
し
た
「
地

域
福
祉
活
動
計
画
」
は
、
私
た

ち
社
協
職
員
が
活
動
す
る
た
め

の
指
針
で
も
あ
り
、『
人
の
痛
み

を
感
じ
、
相
手
を
思
い
や
り
、

一
緒
に
笑
い
、
一
緒
に
泣
き
、

一
緒
に
考
え
、
一
緒
に
行
動
す

る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
地
域
に
出
向

き
、
町
民
の
皆
様
に
頼
ら
れ
る
、

存
在
感
の
あ
る
社
協
と
な
れ
る

よ
う
野
村
会
長
の
下
、
職
員
一

丸
と
な
り
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 
 

 

常
務
理
事 

事
務
局
長 

安
藤
典
子 

就任のご挨拶のご挨拶のご挨拶 

理
事
（
十
三
名
）

 

野
村
清
嗣

湯
本
佳
代
子

 

西
澤
彰
芳

福
戸
藤
佐
夫 

夏
原
眞
造

安
藤
典
子 

久
保
久
良

 

土
居
正
彦

監
事
（
二
名
） 

三
木
き
み
江

寺
西
久
和 

大
橋
富
造

北
川
久
二

 

藤
森
美
智
子

 

平
塚
敏
彦

 

小
菅
建
次

 
 

評
議
員
（
二
十
七
名
） 

各
団
体
等
か
ら
推
薦
を
し
て
い

た
だ
き
、
住
民
の
代
表
で
構
成

し
た
社
協
の
議
決
機
関
で
す
。 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

山
本
忠
克 

宮
野
由
紀
絵 

大
辻
常
男 

若
林
幸
雄 

松
宮
紀
久
子 

吉
川
裕
子 

木
下
博
幸 

田
中
栄
一 

新
谷
尚
子 

池
尻

力 

谷
川
貴
美
子 

田
畑
金
蔵 

山
口
久
男 

大
辻
利
信 

 

田
畑

彰 

友
本
志
津
雄 

小
菅
比
呂
子 

土
坂
淳
子 

中
溝
久
子 

大
西
孝
雄 

柴
田
勝
義 

遠
藤
タ
ネ 

坂
上
法
子 

大
辻
美
代
子 

東
岸
良
子 

馬
場
勝
子 

黒
川
清
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経常経費補助金 
48% 

介護保険事業 
34% 

[分類名] 
 

[分類名] 
 

[分類名] 
 

[分類名] 
 

[分類名] 
[分類名] 

収入 

人件費 
76% 

事業費 
15% 

[分類名] 

[分類名] 
[分類名] 

[分類名] 
[分類名] 

支出 

支出 （単位：円）

人件費

事業費

共同募金助成金事業

事務費

受託事業費

負担金

貸付事業

支出合計

 

収入 （単位：円）

経常経費補助金

介護保険事業

受託金

共同募金配分金

会費

寄付金

事業利用手数料

受取利息配当金

収入合計

 

平成２７年度 社会福祉協議会の事業報告 

〝
ふ
れ
あ
い
の
郷
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〟
を
昨

年
九
月
に
終
了
し
ま
し

た
。 こ

れ
に
伴
い
、
社
協
全

体
で
収
入
の
五
割
を
占
め

て
い
た
介
護
保
険
事
業
収

入
が
半
減
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
前
年
度
か
ら
二

年
間
策
定
に
取
り
組
ん
だ

〝
地
域
福
祉
活
動
計
画
〟

で
は
、
総
額
約
四
百
万
円

の
事
業
費
用
を
支
出
し
て

い
ま
す
。 

（
上
記
の
収
入
状
況
に

は
、
前
年
度
繰
越
金
が
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。） 

   
 

住
民
の
皆
様
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
〝
会

費
〟
は
、
福
祉
会
活
動
、

サ
ロ
ン
運
営
事
業
、
民
生

委
員
児
童
委
員
活
動
や
、

心
配
ご
と
相
談
の
運
営
、

滋
賀
県
社
協
へ
の
会
費
お

よ
び
一
部
事
務
費
用
な
ど

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
度
は
、
区
切
り
の
年
で
し
た
。 

 

〝
会
費
〟
は
社
協
の

大
事
な
運
用
財
源
で
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
団
塊

の
世
代
が
七
十
五
歳
に
到
達

す
る
二
〇
二
五
年
に
向
け

て
、
制
度
内
容
の
変
更
を
し

て
い
ま
す
。 

改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
付
か
な
い
人
の
方
が
多

く
、
利
用
す
る
方
の
負
担
割

合
も
所
得
状
況
に
応
じ
て
二

割
負
担
を
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
内
容
を
理
解
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

今
回
の
改
正
で
、
こ
れ
か

ら
は
〝
予
防
〟
に
力
を
入
れ

て
、 

◆
自
分
に
今
あ
る
機
能
や
気

力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に 

◆
な
ん
で
も
前
向
き
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う

 

と
い
っ
た
内
容
を
盛
り
込

み
、
高
齢
に
な
っ
て
も
出

来
る
こ
と
は
積
極
的
に
取

組
み
ま
し
ょ
う
。 

自
立
を
す
る
こ
と
が
、

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

と
、
介
護
を
受
け
る
た
め

の
介
護
保
険
か
ら
、
自
立
を

支
援
す
る
内
容
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
。 自

立
と
予
防 

　



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
隣
と
の
付
き
合
い

や
、
日
中
過
ご
す
場
所
、

夜
寝
る
部
屋
の
こ
と
、

家
具
の
配
置
や
、
危
険

な
場
所
が
な
い
か
等
々
、

災
害
に
備
え
て
、
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
、
健

康
面
に
関
し
て
心
配
な

こ
と
な
ど
の
聞
き
取
り

を
し
ま
し
た
。

「
一
時
避
難
場
所
」
に

つ
い
て
尋
ね
る
と
、
公
民
館
ま
で
は
、
遠
い

か
ら
一
人
で
は
怖
い
、
橋
が
流
さ
れ
た
ら
ど

う
し
よ
う
、
と
話
さ
れ
る
一
方
で
、
一
時
避

難
場
所
を
知
ら
な
い
方
も
あ
り
ま
し
た
。

九
月
十
一
日
（
日
）
、

大
字
久
徳
区
で
実
施
さ
れ

た
多
賀
町
防
災
訓
練
に
社

会
福
祉
協
議
会
も
参
加
し

ま
し
た
。

当
日
避
難
訓
練
に
参

加
さ
れ
な
か
っ
た
、「
要
配

慮
者
宅
」
を
訪
問
し
、
災

害
発
生
時
に
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
、
民
生
委

員
、
福
祉
推
進
員
に
同
行

し
、
安
否
確
認
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

 

災
害
発
生
時
に
は
、
赤
十
字

奉
仕
団
の
活
動
も
重
要
に
な
り

ま
す
。 

こ
の
日
、
多
賀
町
長
よ
り
炊

き
出
し
訓
練
の
指
令
を
受
け
た

日
赤
奉
仕
団
は
、
委
員
長
の
指

揮
の
下
、
訓
練
参
加
者
二
六
〇

名
の
お
に
ぎ
り
を
二
時
間
余
り

の
限
ら
れ
た
時
間
内
で
手
を
真

っ
赤
に
し
て
握
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

久
徳
女
性
部
は
「
豚
汁
」
を

作
り
、
屋
外
で
煮
炊
き
の
で
き

る
『
か
ま
ど
』
の
披
露
も
あ
り

ま
し
た
。 

一時避難場所まで隣組単位

で徒歩にて避難の訓練 

炊
き
出
し
訓
練

日
赤
奉
仕
団
・
久
徳
女
性
部 

防災で地域づくり

東
日
本
大
震
災
や
熊
本

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
は
、

ご
自
分
た
ち
の
経
験
か
ら
、

公
的
な
支
援
以
上
に
、
地
域

の
つ
な
が
り
が
大
切
で
あ

る
こ
と
、
日
頃
か
ら
、
お
互

い
が
気
に
か
け
て
、
声
を
掛

け
合
い
、
一
人
も
見
逃
さ
な

い
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ

れ
ま
す
。

多
賀
町
で
も
、
一
人
の
犠

牲
も
出
さ
な
い
た
め
に
、
地

域
で
災
害
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
ま
ず
、
「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」
、「
地
域
で

互
い
に
協
力
し
、
助
け
合

い
、
つ
な
が
る
こ
と
が
大

事
」
と
久
保
町
長
も
話
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
「
防
災
」
も
重
要
な

役
割
を
も
ち
ま
す
。

訓
練
に
参
加
し
、
「
人
と

人
の
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

つ
な
が
り 

 
 
 
 
  

今年４月１４日・１６日、熊本で発生した地震への義援金は、総額２ ９１５ ７８３円の寄付が寄せ

られました。

お預かりした義援金は、滋賀県共同募金会を通じて被災された方々へ届けさせていただきました。

被災地では復興への道のりはまだまだ遠く、継続した支援が求められます。多賀町では引き続き、

社会福祉協議会で義援金の受付を行っていますので、ご協力よろしくお願いします。

 

「平成２８年熊本地震」義援金

ご協力ありがとうございました。

義援金受付状況 （平成 年 月 日～ 月 日受付分）

企業 団体 区

キリンビール株式会社 犬上ハートフルセンター親睦会 敏満寺区

キリンビバレッジ株式会社 多賀区納涼祭実行委員会 落合区

多賀大社 子育て支援サークルたんぽぽ 屏風区

多賀地区工業会 子育てサークルパオパオ 上水谷区

多賀町上水道組合

計 円 計 円 計 円

個人 募金箱 合計

２３名 １３か所

計 円 計 円 総額２ ９１５ ７８３円

地震・台風など、自然災害による義援金は・・・？ 

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

を
は
じ
め
、
今
年
の
夏
も
、
台

風
や
、
豪
雨
災
害
で
各
地
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

被
災
地
を
支
援
す
る
た
め

に
、
義
援
金
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

被
災
さ
れ
た
自
治
体
が
「
災

害
救
助
法
」
の
適
用
を
決
定
す

る
と
同
時
に
、
被
災
地
共
同
募

金
会
が
義
援
金
の
募
集
を
全
国

に
お
願
い
す
る
と
い
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

義
援
金
は
、
被
災
者(

世
帯)

へ
配
分
さ
れ
ま
す
。
被
災
地
の

公
共
団
体
に
「
義
援
金
配
分
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
被
災
世

帯
の
被
害
状
況
に
応
じ
て
配
分

額
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
金

額
は
募
集
す
る
義
援
金
ご
と
に

異
な
り
ま
す
。
災
害
の
都
度
募

集
し
、
集
ま
っ
た
義
援
金
を
被

災
世
帯
で
分
け
合
い
ま
す
。（
※

義
援
金
は
寄
付
と
み
な
し
、
税

制
優
遇
を
受
け
ら
れ
ま
す
。） 

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
・
・
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
災
害
が

発
生
し
た
際
の
義
援
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

敬称略・順不同 

　



  
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

長
年
に
わ
た
り
、
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
万
灯
祭
チ

ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
は
、
本
年
を
も

っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

町
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
の
方
々
に
、
私
た
ち
の

活
動
と
、
障
が
い
を
も
つ
人
た
ち

に
、
深
い
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
続

け
ら
れ
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 活
動
と
、
障

に
、
深
い
ご

支
援
を
い
た

け
ら
れ
た
こ

上
げ
ま
す
。

 

十
月
に
入
り
足
早
に
秋
が
訪
れ

ま
し
た
。 

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
格
別
で
し

た
。 お

礼
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
も
大
切
に
育
て
ら
れ
た
野
菜

を
た
く
さ
ん
ご
提
供
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

障
が
い
を
も
つ
本
人
た
ち
も
、

自
分
た
ち
の
た
め
に
、
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
、
仕
分
け
作
業
や
、

販
売
に
参
加
し
ま
し
た
。

杉
の
子
作
業
所
は
、
昭
和
六
十
年

に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
寄
付
と
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金
に
よ

り
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
。 

働
く
場
所
は
、
杉
の
子
作
業
所
の
ほ

か
、
町
外
に
も
増
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
私
た
ち
の
不
安
は
、
親
亡

き
あ
と
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に

暮
ら
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
が
、
い
く
つ
に
な
っ
て

も
、
生
ま
れ
育
っ
た
多
賀
で
「
暮
ら
す
」

こ
と
が
で
き
る 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

建
設 

を
願
い
、
バ
ザ
ー
を
開
催
し
て

基
金
に
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
親
の
願
い
に
今
後
も
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

親 の 願 い 

３日間の売り上げ ７４，９２０円 
 
基金積立額 １，３２２，４６１円

（平成２８年１０月現在） 
 

善意の窓 
「地域福祉に使ってください」と篤志者から、昨年１

０月以降にご寄付をいただき、ご承諾いただいた方の

お名前を掲載させていただきます。 
匿名でお預かりをした方々には、本紙より改めてお

礼申し上げます。ありがとうございました。  

東びわこ農業協同組合女性部様 
米・タオル 

ピップフジモト ﾜﾀﾞｸﾙｼｳﾑ製薬株式会社 様

車いす ２台 ・会話型ロボット ２体

滋賀日産自動車株式会社様

車いす １台

 

久徳 宮下重和様 ３０，０００円 
藤瀬 城貝文人様 ５０，０００円 
川相 藤内トミ子様 ５００，０００円 
草津市滋賀教区寺庭婦人会様 

２０，０００円 
(※平成２７年度ふるさと楽市出店収益) 
消費生活学習会 ３，０００円 
更生保護女性会 ２，０００円 
多賀町職員組合 ８，２３４円  

「サロンは、月一回の楽しみ」

「サロン終了後には反省会をしています」

「サロンに参加する人が少ない・男性が少ない」

などなど・・・

自慢できることや課題など様々な意見が出てきま

した。

皆さん自身も楽しんで活動をされていることが

伝わってきました。

各福祉会の活動について話し合い

“サロンのいいところ”

“よくなったらいいな” と思うこと

“課題だな” と思うこと

などをそれぞれ書き出してもらいました。

顔見知りの関係になることで悩みを共有したり、参考になる意見が聞けたり…。

福祉会活動がより充実するよう、どんどん情報交換していきましょう♪♪♪

毎月１回 福祉会代表者会議を開催しています。

「しゃべろう 聞いてみよう サロンのあれこれ」と題してのグループワーク。 
平成１２年度に福祉会組織を発足した当時から関わっている方から、 
福祉会に初めて参加した方まで、経験年数は違えど、 
みなさん熱心に「自分たちの地域のために・・・」 
日頃の活動など時間を忘れて話し合いました。 

発
表
タ
イ
ム

 

みなさんの地域で福祉会・サロンの

運営に活躍していただいている、福祉推

進員・民生委員・福祉会役員の方たちで

す。楽しく笑って暮らせる地域づくりの

担い手です。

 
 
 

　



 

心配ごと相談所

みなさんの生活や暮らしの中での心配ご

と、困りごとなど何でもご相談下さい。

予約はいりません。気軽にお越しください。

場 所 総合福祉保健センター

ふれあいの郷ボランティア室

相談日 １１月１６日（水）

１２月１６日（金）

１月１６日（月）

２月１６日（木） 
３月１６日（木） 

時 間  午前９時から 
午前１１時３０分まで 

困りごと支援サービス

高齢者のひとり暮らし、障がい者世帯などの方へ

生活上の“ちょっとした困りごと”

「ちょっと誰かに助けてほしい」、「誰に頼めばい

いのかなぁ」などの相談も遠慮なくどうぞ。

３０分以内でできる簡単な作業
例 ・電球や蛍光灯の取り換え

・花や植木の水やり

・郵便物の投函、精米 など

その他作業内容は、ご相談ください。

専門的な内容の場合は、専門業者に連絡

をとります。

利用料 １回 ２００円

活動していただけるボランティアさんを

募集しています。

地域福祉権利擁護事業

こんなお困りごと ありませんか？

あなたの一番“できないこと”
のお手伝いをします。

例えば

・福祉サービスを利用したいけれど、手続き

の仕方がわからない

・物忘れが多く、お金の管理に困っている

・生活費を計画的に使いたい

・大切な通帳や証書等を預かってほしい

など、高齢の方、障がいの

ある方で、暮らしに不安を抱

えておられる方が“安心して

暮らせる”支援をします。

 

生活困窮者自立支援事業

自立した生活を支援するための、相談窓

口を開設しています。

あなたの生活の困りごとや、不安を

お聞かせください。

“自立”に向けて、寄り添いながら、

支援をします。

“自立”に向けて、目標や支援内容を

“一緒に考え”、支援プランを“一緒に”

作ります。

ご相談内容により、必要な

関係機関と連携し、適切な

支援機関へおつなぎします。

社会福祉法人多賀町社会福祉協議会
平日 午前９時から午後５時

（休業日：土日祝日・１２月２９日から１月３日）

電話 ０７４９－４８－８１２７

有線 ２－２０３９ 

あなたのあなたの“こまった”をご相談下さい。

社会福祉協議会では、こんな相談窓口を開設しています。 

　




